
自己紹介　金 重伸（きむ じゅんしん）　

キックボクシング・柔術：好きだからこそ続く、日々の積み重ね 
格闘技を続けています。楽しいからこそ、毎日コツコツと練習を積み重ねていく。その積み重
ね自体が私自身の喜びです。飯山での活動においても、この「好きで続けていく」という姿勢
を大切に、一歩ずつ取り組んでいます。 

ITマネジメント：努力を支援し、人を繋ぐ仕組みを作る 
IT業界での経験を活かし、イベント開催者の皆さんの地道な努力が、より多くの人に届く「飯
山なう」を運営しています。参加者が自然とコミュニティに加われる流れを整えることで、人
と人が繋がる嬉しさを飯山に創り続けたいです。

飯山での活動：人の魅力を「関係人口」へ繋げる 
飯山の皆さんが当たり前に持っている優しさは、この街の大きな魅力です。その「人」の魅力
を外の人に知ってもらうことで、一度きりの訪問で終わらない関係を築きます。 
観光や移住のきっかけを増やし、飯山を訪れる人と消費の活性化に繋げていきます。



開催者の努力を可視化し、参加者との『繋がり』を実装する
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活動報告：誰もが掲載できる広場「飯山なう」

活動の核：イベント掲載プラットフォーム「飯山なう」の運営 
市内のあらゆるイベントを、誰でも自由に掲載できる仕組みを整えま
した。開催者の皆さんが日々積み重ねている準備や努力が、埋もれる
ことなく正しく届くための「支援」をITの力で行っています。 

提供している価値：コミュニティへの入口 
単なる情報の羅列ではなく、参加したい人が迷わずコミュニティの輪
に加われるようにしています。この「場」があることで、参加者側に
は新しい繋がりという具体的なメリットが生まれています。 

活動の先にあるもの：観光から「関係人口」への転換 
観光地として魅力ある飯山の「人」を、サイトを通じて知ってもら
う。それが「またあの人に会いに行こう」「あのイベントに行こう」
という再訪の動機になります。この積み重ねが、訪問者数や消費額の
向上、そして将来的な移住者の増加に直結すると確信しています。
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